
き
る
。
さ
ら
に
色
間
窒ち

っ
そ素
パ
ー

ジ
機
構
を
採
用
し
て
お
り
、
低

臭
気
化
に
も
対
応
す
る
。

軟
包
装
は
軽
量
で
柔
軟
性
に

富
み
、
透
明
性
に
よ
っ
て
内
容

物
を
消
費
者
に
訴
求
で
き
る
ほ

か
、
バ
リ
ア
性
に
も
優
れ
る
な

ど
、
メ
リ
ッ
ト
が
多
数
あ
る
。

こ
の
た
め
、
食
品
や
ト
イ
レ
タ

リ
ー
な
ど
の
分
野
で
需
要
を
伸

ば
し
て
お
り
、
本
紙
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
１
８
年
の
軟
包
装

市
場
は
前
年
比
１
・
１
％
増
の

８
６
４
０
億
円
と
な
り
、
過
去

４
年
間
に
わ
た
っ
て
順
調
に
成

長
を
遂
げ
て
い
る
。

同
市
場
に
お
け
る
近
年
の
傾

向
と
し
て
、
環
境
対
応
や
多
品

種
小
ロ
ッ
ト
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
軟
包
装
は
グ
ラ

ビ
ア
印
刷
が
一
般
的
だ
が
、
製

版
コ
ス
ト
や
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ

の
観
点
か
ら
大
ロ
ッ
ト
向
け
で

あ
り
、
ま
た
Ｖ
Ｏ
Ｃ
排
出
に
対

す
る
環
境
対
応
と
し
て
の
課
題

を
不
安
視
す
る
声
も
少
な
く
な

い
。
そ
の
た
め
、
ニ
ー
ズ
対
応

を
目
的
に
、
水
性
フ
レ
キ
ソ
印

刷
や
デ
ジ
タ
ル
印
刷
な
ど
へ
の

切
り
替
え
も
進
む
が
、
再
現
性

や
コ
ス
ト
対
応
と
い
っ
た
面

で
、
グ
ラ
ビ
ア
同
等
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

Ｖ
Ｐ
Ｐ
１３
Ｗ
Ｌ
に
は
、
水
な

し
オ
フ
セ
ッ
ト
方
式
や
間
欠
式

な
ど
の
採
用
に
よ
り
、
こ
れ
ら

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
機
能
が
付

与
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
軟

包
装
に
使
用
さ
れ
る
Ｏ
Ｐ
Ｐ
や

Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
薄
型
基
材
は
、

従
来
の
間
欠
式
の
よ
う
に
高
め

の
テ
ン
シ
ョ
ン
で
印
刷
し
た
場

合
、
延
伸
し
て
見
当
ズ
レ
の
原

因
に
な
っ
た
り
、
状
況
次
第
で

は
破
損
し
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
開
発
に
携

わ
っ
た
ミ
ヤ
コ
シ
の
担
当
者
は

「
ラ
ベ
ル
印
刷
機
の
間
欠
送
り

と
は
構
造
の
異
な
る
独
自
の
機

構
を
新
た
に
開
発
し
た
。
第
１

に
パ
ス
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
は
な

く
ジ
グ
ザ
グ
と
な
っ
て
お
り
、

テ
ン
シ
ョ
ン
を
適
正
に
調
整
。

第
２
に
、
圧
胴
が
ス
テ
ッ
プ

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
薄
型
基

材
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
軽
減
し
つ

つ
、
高
い
見
当
精
度
を
可
能
に

し
た
。
こ
の
機
構
は
世
界
初
の

試
み
。
な
お
今
回
の
出
展
機
は

研
究
目
的
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
だ

が
、ご
要
望
が
あ
れ
ば
水
な
し
・

水
あ
り
に
限
ら
ず
新
た
に
製
造

し
て
提
供
し
た
い
」
と
話
す
。

同
社
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｏ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
２
０
１
９
春
で
、
包
装

紙
向
け
水
性
フ
レ
キ
ソ
印
刷
ユ

ニ
ッ
ト
と
イ
ン
ラ
イ
ン
シ
ー
ト

カ
ッ
ト
装
置
を
連
動
し
た
「
Ｍ

Ｆ
Ｘ
５２
Ｓ
」
や
、
Ｕ
Ｖ
・
水
性

プ
ラ
イ
マ
ー
対
応
の
軟
包
装
用

ス
リ
ー
ブ
式
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転

機
「
Ｍ
Ｈ
Ｌ
１３
Ａ
」
と
と
も
に
、

Ｖ
Ｐ
Ｐ
１３
Ｗ
Ｌ
を
実
演
。
来
場

し
た
包
装
関
連
業
界
人
ら
が
稼

動
状
況
や
印
刷
サ
ン
プ
ル
を
熱

心
に
見
学
し
た
。

今
後
の
展
望
と
し
て
、
同
社

で
は
「
新
た
な
軟
包
装
向
け
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
や
ラ
ベ
ル
市
場
に
向
け

て
提
案
す
る
。
近
年
は
、
ラ
ベ

ル
と
軟
包
装
の
印
刷
に
関
し

て
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
時
代
を

迎
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
Ｖ

Ｐ
Ｐ
１３
Ｗ
Ｌ
は
、
ラ
ベ
ル
向
け

オ
フ
セ
ッ
ト
間
欠
機
『
Ｍ
Ｌ
Ｐ

３
０
０
Ｈ
』
を
ベ
ー
ス
に
開
発

し
た
も
の
。
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社

が
、
軟
包
装
市
場
へ
参
入
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
べ
く
、
新
機

種
の
開
発
に
取
り
組
み
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

Ｖ
Ｐ
Ｐ
１３
Ｗ
Ｌ
は
、
国
立
研

究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
「
戦
略
的
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
革
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

／
革
新
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
軟
包
装

印
刷
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
も
と
、
東
レ
（
水

な
し
平
版
）、
ミ
ヤ
コ
シ
（
印

刷
機
）、Ｔ
＆
Ｋ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
（
Ｕ

Ｖ
イ
ン
キ
）、光
村
印
刷
（
ユ
ー

ザ
ー
）、
以
上
４
社
が
共
同
で

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、今
回
の
発
表
へ
と
至
っ
た
。

新
機
種
は
、
印
刷
工
程
に
お

け
る
環
境
負
荷
の
軽
減
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
、揮
発
性
有
機
化
合
物（
Ｖ

Ｏ
Ｃ
）
を
含
む
湿
し
水
を
使
用

し
な
い
水
な
し
オ
フ
セ
ッ
ト
印

刷
方
式
を
採
用
。
さ
ら
に
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
や
対
応

の
水
溶
性
Ｕ
Ｖ
イ
ン
キ
な
ど
と

い
っ
た
最
新
技
術
も
多
数
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

最
大
の
特
徴
は
、
紙
送
り
方

式
に
間
欠
式
を
選
択
し
た
点
。

こ
れ
に
よ
り
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ

の
際
、
シ
リ
ン
ダ
ー
を
交
換
す

る
必
要
が
な
く
、
ま
た
天
地
サ

イ
ズ
の
調
整
も
、
２
１
５
・
９

㍉
か
ら
４
０
６
・
４
㍉
ま
で
の

数
値
入
力
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル

制
御
で
準
備
を
完
了
す
る
。
そ

の
た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
作

業
負
担
と
大
幅
な
時
間
短
縮
化

を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
自
動
見

当
調
整
機
構
の
搭
載
に
よ
り
、

ヤ
レ
紙
の
削
減
も
実
現
す
る
。

新
機
種
の
基
材
幅
は
３
５
０

㍉
、
印
刷
幅
は
３
３
０
㍉
で
、

ナ
ロ
ー
ウ
ェ
ブ
向
け
。
印
刷
部

は
６
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ

は
も
と
よ
り
、
白
の
２
度
刷
り

や
特
色
、
ニ
ス
な
ど
も
印
刷
で

印
刷
を
す
る
上
で
、
文
字
の

太
り
細
り
、伸
び
縮
み
や
歪
み
、

ズ
レ
や
曲
が
り
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
。
同
社
の
検
査
装
置
が

採
用
す
る
ナ
ビ
タ
ス
チ
ェ
ッ

カ
ー
は「
輪
郭
フ
ァ
ジ
ー
処
理
」

や
「
伸
縮
補
正
処
理
」
で
、
マ

ス
タ
ー
デ
ー
タ
と
の
わ
ず
か
な

差
異
を
検
出
し
て
Ｎ
Ｇ
品
と
判

断
し
、
機
械
を
止
め
る
過
検
出

を
回
避
。
人
の
目
と
同
じ
よ
う

に
良
品
を
選
別
で
き
る
。

ナ
ビ
タ
ス
ビ
ジ
ョ
ン
は

２
０
１
６
年
春
、
次
世
代
画

像
検
査
シ
ス
テ
ム
「
ア
ス
ミ
ル

ビ
ジ
ョ
ン
」
を

発
表
し
た
。
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

引
き
継
ぐ
も
既

存
コ
ー
ド
を
使

わ
ず
ゼ
ロ
か
ら

開
発
し
、
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
も
大

き
く
変
更
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
操
作
す
る
よ
う
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
を
通
じ
た
最
小
限
の
操
作

の
み
で
、
設
定
か
ら
検
査
開
始

ま
で
ソ
フ
ト
が
自
動
で
処
理
を

実
行
す
る
。
簡
便
な
操
作
性
と

検
査
に
費
や
す
時
間
の
短
縮
化

を
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
実
現

す
る
、
次
世
代
の
名
に
ふ
さ
わ

し
い
新
シ
ス
テ
ム
だ
。

初
期
版
の
ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
Ⅴ
１
・
０
の
リ
リ
ー
ス
か
ら

３
年
を
経
た
今
春
、「
数
多
く

の
目
玉
機
能
を
搭
載
し
た
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
『
ア
ス
ミ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
Ⅴ
２
・
０
』
を
リ
リ
ー

ス
し
た
。
こ
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
は
安
定
性
を
追
求
す
る
と
と

も
に
、
速
度
を
大
幅
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
大

き
く
進
化
し
た
新
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
期
待
し
て
ほ
し
い
」
と
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
部
の
山
崎
孝
洋
リ
ー

ダ
ー
は
自
信
を
持
っ
て
語
っ
て

い
る
。

「
現
場
で
使
え
る
、
現
場
志

向
の
画
像
検
査
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
」
を
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
掲
げ
る
ナ
ビ
タ
ス
ビ
ジ
ョ
ン

が
、
新
た
な
世
代
を
創
る
と
強

調
す
る
待
望
の
製
品
が
ア
ス
ミ

ル
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅴ
２
・
０
だ
。

山
崎
リ
ー
ダ
ー
と
同
期
入
社

と
い
う
検
査
２
部
の
河
村
拓
海

部
長
は
「
前
職
で
名
の
あ
る
企

業
に
勤
め
鉄
道
情
報
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
携
わ
っ
て
い
た
山

崎
は
、
ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅴ

１
・
０
が
誕
生
し
た
後
に
チ
ー

ム
へ
加
わ
っ
た
。
当
初
Ⅴ
１
・

０
に
は
、
高
速
化
と
安
定
性
追

求
の
た
め
に
改
善
す
べ
き
課
題

が
あ
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
の
先
進

性
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
さ

れ
、
Ⅴ
１
・
０
を
複
数
台
導
入

い
た
だ
い
た
企
業
が
あ
っ
た
。

そ
の
企
業
か
ら
急
ぎ
の
改
善
要

求
が
あ
る
と
、
い
っ
し
ょ
に
現

場
に
入
り
、
ホ
テ
ル
に
こ
も
っ

て
開
発
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
大
き
く
進
化
し
た
現
場

志
向
の
ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅴ

２
・
０
が
生
ま
れ
た
と
言
え
る
」

と
山
崎
リ
ー
ダ
ー
の
苦
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。

Ⅴ
２
・
０
の
特
長

新
バ
ー
ジ
ョ
ン
Ⅴ
２
・
０
が

掲
げ
る
の
は
「
過
検
出
せ
ず
に

微
細
欠
陥
を
検
出
で
き
る
検
査

エ
ン
ジ
ン
を
ベ
ー
ス
と
し
た
操

作
性
の
追
求
」
と
「
検
査
処
理

速
度
の
飛
躍
的
な
向
上
」。
品

質
不
良
品
の
流
出
防
止
を
支
え

る
充
実
の
新
機
能
と
、
生
産
シ

ス
テ
ム
分
析
ソ
フ
ト
（
製
品
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
）
の

提
供
と
い
っ
た
特
長
を
有
し
て

い
る
。

具
体
的
に
は
①
見
当
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
機
能
②
イ
ン
ラ
イ
ン

Ｐ
Ｄ
Ｆ
検
版
・
検
査
③
不
良

分
析
機
能
④
モ
デ
ル
情
報
の
Ｄ

Ｂ
化
⑤
測
色
機
能
⑥
寸
法
計
測

枠
の
自
動
設
定
⑦
可
変
情
報
自

動
サ
ー
チ
機
能
と
可
変
検
査
対

応
、
な
ど
多
彩
。
こ
の
ほ
か
に

も
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
」
や
「
Ａ
Ｉ

実
装
に
向
け
た
研
究
開
発
」
も

実
装
を
目
指
し
て
開
発
中
と
い

う
。こ

の
う
ち
①
は
、
全
面
検
査

用
の
カ
メ
ラ
で
静
止
画
像
装
置

を
兼
用
す
る
と
い
う
も
の
。
横

長
の
Ｃ
Ｉ
Ｓ
カ
メ
ラ
を
印
刷
機

上
に
実
装
し
て
イ
ン
ラ
イ
ン
で

全
面
検
査
を
実
行
す
る
場
合
、

モ
ニ
タ
ー
を
別
途
用
意
す
れ
ば

「
１
台
の
カ
メ
ラ
で
全
面
検
査

と
静
止
画
像
と
別
の
２
つ
の
機

能
に
振
り
分
け
ら
れ
る
」
と
河

村
部
長
。
こ
の
機
能
は
イ
ン
ラ

イ
ン
検
査
を
前
提
と
す
る
が
、

同
社
は
す
で
に
運
用
の
ト
ー
タ

ル
フ
ロ
ー
を
構
築
し
て
い
る
。

「
欠
陥
を
検
出
し
て
も
印
刷

機
を
そ
の
場
で
止
め
ら
れ
な
い

の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

検
査
履
歴
を
品
質
保
証
部
な
ど

の
フ
ロ
ア
に
飛
ば
し
て
別
ラ
イ

ン
で
検
証
す
る
の
が
イ
ン
ラ
イ

ン
検
査
の
流
れ
。
運
用
す
る
に

は
停
止
位
置
の
確
実
性
が
生
命

線
と
な
る
が
、
異
な
る
場
所
に

設
置
さ
れ
た
一
定
の
速
度
化
で

搬
送
す
る
機
械
を
、
間
違
い
な

く
ピ
タ
ッ
と
止
め
る
こ
と
は
容

易
で
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

制
御
技
術
を
確
立
し
て
お
り
、

国
内
に
次
い
で
欧
州
企
業
で
も

導
入
が
決
ま
っ
た
」（
同
）

ま
た
③
の
狙
い
に
つ
い
て
同

氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
検
査
装
置

と
ソ
フ
ト
の
役
割
を
２
つ
に
大

別
す
る
。
１
つ
目
は
品
質
不
良

品
の
流
出
防
止
。
こ
れ
は
検
査

装
置
メ
ー
カ
ー
と
し
て
当
然

だ
。
２
つ
目
は
、
日
々
の
生
産

活
動
で
蓄
積
し
た
検
査
履
歴

デ
ー
タ
を
、
生
産
や
経
営
の
業

務
改
善
へ
有
機
的
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
け
る
の
で
は
と
認
識
し
て

い
る
」

「
現
場
で
は
小
集
団
活
動
や

さ
ま
ざ
ま
な
カ
イ
ゼ
ン
活
動
を

実
践
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
を
回
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ

の
デ
ー
タ
履
歴

は
、
検
査
工
程

に
ど
れ
く
ら
い

の
時
間
を
費
や

し
て
い
る
か
・
ど
ん
な
Ｎ
Ｇ
品

が
ど
れ
く
ら
い
発
生
し
て
い
る

の
か
、
と
い
っ
た
も
の
。
こ
れ

を
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
、
工
場

全
体
を
改
善
し
て
い
く
一
助
に

し
た
い
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

だ
。
そ
れ
を
分
析
す
る
に
は
時

間
や
コ
ス
ト
を
要
す
る
た
め
、

わ
れ
わ
れ
は
分
析
ツ
ー
ル
を
、

ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
ユ
ー
ザ
ー

に
提
供
し
て
い
く
」

Ⅴ
２
・
０
は
ほ
か
に
も
、「
同

社
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
多
様
な
基
材

に
対
し
て
常
に
最
適
な
照
明
状

況
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
イ

メ
ー
ジ
」
と
登
録
し
た
照
明
条

件
を
呼
び
出
す
機
能
や
、
人
の

手
で
枠
を
ド
ラ
ッ
グ
し
て
面
付

け
の
領
域
を
選
択
し
て
い
た
作

業
の
自
動
化
も
実
現
。「
こ
れ

ま
で
〝
次
へ
〟
だ
け
ク
リ
ッ
ク

し
て
い
け
ば
運
用
で
き
た
が
、

も
は
や
ク
リ
ッ
ク
も
不
要
で
ソ

フ
ト
が
最
適
な
選
択
を
し
て
す

べ
て
自
動
で
運
用
で
き
る
」
と

説
く
山
崎
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
Ⅴ

２
・
０
へ
の
自
信
が
の
ぞ
く
。

「
明
日
」
か
ら
「
未
来
」
へ

「
Ⅴ
２
・
０
を
生
み
出
す
ま
で

の
山
崎
の
苦
労
は
大
き
か
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
『
も
っ
と
高
い

所
を
目
指
す
』『
い
い
ソ
フ
ト

を
世
に
届
け
る
』
と
の
信
念
で

開
発
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
く

れ
た
」
と
説
く
河
村
部
長
は
、

非
常
に
優
秀
で
い
い
チ
ー
ム
に

恵
ま
れ
た
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
開
発
に
携
わ
る
者
が
誇
り
を

持
て
る
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、

機
械
性
能
は
引
き
続
き
追
求
し

つ
つ
、
検
査
装
置
を
今
の
解
釈

と
は
異
な
る
そ
れ
以
上
の
存
在

に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
日
本
の
印
刷
現
場
の
声
を

ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
に
注
ぎ
込

み
続
け
る
と
同
時
に
、
世
界
の

現
場
に
も
出
て
い
く
。
日
本
発

の
当
社
検
査
技
術
が
世
界
の
印

刷
現
場
に
浸
透
し
て
い
く
の

が
、『
明
日
の
ビ
ジ
ョ
ン
』
と

な
る
日
も
近
い
と
思
う
」
と
総

括
し
た
。

◇
◇
◇

苦
労
の
日
々
を
経
て
生
ま
れ

た
Ⅴ
２
・
０
の
達
成
感
を
語
る

一
方
、
山
崎
リ
ー
ダ
ー
は
「
Ⅴ

２
・
０
は
た
だ
の
過
程
」、
河
村

部
長
も
「
い
か
に
Ⅴ
３
・
０
へ

つ
な
げ
て
い
け
る
か
」
と
冷
静

に
評
す
る
。
検
査
装
置
の
役
割

を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
引
き
上
げ

る
べ
く
、
両
氏
の
展ビ
ジ
ョ
ン望
は
す
で

に
明
日
の
先
の
未
来
を
見
つ
め

て
い
た
。

従
来
設
備
に
新
た　
　

な

役
割

メ
ー
カ
ー
「
次
の
一
手
」

新
技
術
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
Ｓ
Ｐ
「
さ
あ
、
新
元
号
へ
！
」

ミ
ヤ
コ
シ

㈱
ミ
ヤ
コ
シ
（
千
葉
県
習
志
野
市
津
田
沼
、宮
腰
亨
社
長
、

☎
０
４
７
・
４
９
３
・
３
８
５
４
）
は
こ
の
ほ
ど
、
基
材
厚
み

１２
～
３
０
０
㍃
㍍
の
軟
包
装
フ
ィ
ル
ム
を
対
象
と
し
た
小

ロ
ッ
ト
印
刷
を
可
能
に
す
る
水
な
し
オ
フ
セ
ッ
ト
間
欠
機

「
Ｖ
Ｐ
Ｐ
１３
Ｗ
Ｌ
」
を
開
発
し
た
。
独
自
機
構
に
よ
り
、
間

欠
式
で
あ
り
な
が
ら
薄
物
フ
ィ
ル
ム
で
も
高
い
見
当
精
度

と
、
毎
分
３
０
０
シ
ョ
ッ

ト

と
い
っ
た
高
速
印
刷
を
実
現
す
る
。

同
社
は
３
月
１８
日
か
ら
２
日
間
、
秋
田
県
大
仙
市
の
宮
腰
精

機
㈱
国
見
工
場
で
開
催
し
た
「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ 
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

２
０
１
９
春
」
で
新
機
種
を
初
披
露
し
、
実
演
を
行
っ
た
。

検査 2 部の河村拓海部長（前列左）とソフトウェア
部の山崎孝洋リーダー（同右）。後列左の田上葉月氏
と中里博紀氏もアスミルビジョンの開発に従事する

軟包装用水な
し　オフ間欠機開発

独自機構搭載で PET12㎛の薄型基材にも対応

ナ
ビ
タ
ス
ビ
ジ
ョ
ン

設
立
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
４
月
１
日
、
新
た
な
社
名
で
再
出
発
を
果
た
し
た
ナ
ビ
タ
ス
ビ

ジ
ョ
ン
㈱
（
横
浜
市
港
北
区
新
羽
町
、
辻
谷
潤
一
社
長
、
☎
０
４
５
・
７
１
０
・
０
５
８
４
）。

創
業
か
ら
１０
年
を
待
た
ず
販
売
台
数
１
０
０
０
台
を
達
成
し
た
同
社
検
査
装
置
の
コ
ア
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
が
、
独
自
の
検
査
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
構
成
す
る
高
速
高
精
度
検
査
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「
ナ

ビ
タ
ス
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
だ
。
そ
の
次
世
代
版
と
位
置
付
け
る
画
像
検
査
シ
ス
テ
ム
「Asmil 

Vision

（
ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
）」
の
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
Ⅴ
２
・
０
」
が
、こ
の
ほ
ど
発
売
さ
れ
た
。

新たな軟包装向けソリューションとして開発された「VPP13WL」。独自開発の間
欠送り機構を搭載したことで、薄型フィルムへの印刷に対応する（上）。3月の「OPEN 
HOUSE2019 春」で初披露され、デモンストレーションで来場者の注目を浴びた

新元号が公表され、平成は間もなく幕を閉じる。時代と
共に消えるものもあれば次の時代へ残るものもある中、今
回の 2社は「残る側」。加えて言えば「進化を果たし次の時
代へ生き残る」例だ。オフセット間欠機の基礎技術を進化
させ軟包装印刷を実現した事例に、検査装置の役割が進化
し業務改善まで支援する試みを追う。令和は、もう目の前だ。

業
務
改
善
の
分
析
も 

次
世
代
シ
ス
テ
ム
〝
２・０
〟
を
上
市

「
ア
ス
ミ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
」が
見
る
検
査
の
ミ
ラ
イ

Ｖ
２
・
０
は
「
次
へ
」
す
ら
選
択
す
る
必
要
も
な
い
程
検
査
の
設
定
か
ら
実
行
ま
で
の
自
動

化
を
追
及
。
蓄
積
し
た
検
査
履
歴
デ
ー
タ
を
業
務
改
善
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
試
み
も
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